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1．～際（に）

2．～に際して・～にあたって

3．～たとたん (に) 

4．～（か）と思うと・～（か）と思ったら

5. ～か～ないかのうちに
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①お降りの際は、足元にご注意ください。

②お帰りの際は、お忘れ物のないようにしてください。

③東京に行く際、大学の友達に会うつもりだ。

④何か問題が発生した際は、ご連絡ください。

⑤給与に関しては、面接の際にお話したいと思います。

⑥申込用紙を記入する際は、必ず例をお読みになってからお書きください。

1．～際（に）

①こちらの会議室をご利用になる際に、受付で必要事項をご記入ください。

②この整理券は、商品受け取りの際、必要です。

Vた形・V辞書形 ＋ 際（に）
N ＋ の ＋ 際（に）
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①入居に際しての注意事項を説明します。

②面接に際して、しっかりと練習しておいた方がいいですよ。

③手術にあたって、何枚もの書類にサインをさせられました。

④新年を迎えるにあたっての準備を家族みんなでしました。

⑤社員旅行を計画するにあたって、社員に旅行先の希望調査を行った。

⑥高校の卒業に際し、先生や親に感謝の言葉を述べました。

2. ～に際して・～にあたって

①新しく事業を始めるにあたって、しっかりと準備をしようと思っております。

②皆さんの卒業に際して、お祝いの言葉を申し上げます。

V辞書形・N + に際して・にあたって
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①家を出たとたん、雨が降ってきた。

②空港で母の顔を見たとたん、涙が溢れ出てきた。

③疲れていたので、ベッドに入ったとたん、眠ってしまった。

④本を読んでいて、急に立ち上がったとたん、気分が悪くなった。

⑤激辛カレーを食べたとたん、汗が出てきた。

⑥窓を開けたとたん、猫が入ってきた。

3. ～たとたん (に) 

Vた形 + とたん(に)

①夫は結婚前は優しかったが、結婚したとたんに、態度が変わった。

②僕が「さよなら」と言ったとたん、彼女は走っていってしまった。
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①空がピカッと光ったかと思うと、大きな雷の音が鳴った。

②ようやく泣き止んだと思ったら、また泣き出した。

③キムさんはトイレから帰ってきたかと思うと、またトイレへ向かった

④電車が動き出したかと思ったら、また止まった。

⑤赤ちゃんは今泣いたと思うと、もう笑っている。

⑥息子が帰って来たかと思うと、すぐに家を出ていった。

4. ～（か）と思うと・～（か）と思ったら

Vた形 + （か）と思うと・（か）と思ったら

①林さんは部屋に入ってきたかと思うと、いきなり窓を全部開けた。

②やっと部屋が片付いたかと思ったら、子どもたちがすぐまた散らかした
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①ベルが鳴るかならないかのうちに、先生が教室に入ってきた。

②会社に着くか着かないかのうちに雨が降り出しました

③電車が駅に着くか着かないかのうちに、たくさんの人が降りる準備をした。

④映画が終わるか終わらないかのうちに、観客は席を立った。

⑤お店が開店するか開店しないかのうちに、ケーキは全部売れてしまった。

⑥疲れていたので、布団に入るか入らないかのうちに寝てしまった。

5. ～か～ないかのうちに

V辞書形／Vた形 + か + Vない形 + かのうちに

①私は夜が明けたか明けないかのうちに家を出て、空港へ向かった。

②一郎はベッドに横になるかならないかのうちに、ぐっすり眠ってしまった
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